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迎
　
春

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
旧
年
中
は
当
協
会
の
事
業
運
営
に
つ

き
ま
し
て
、会
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

関
係
官
公
庁
、
各
団
体
、
業
界
の
ひ
と

か
た
な
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
当
協
会
は
、
横
浜
の
ミ
ナ
ト

で
働
く
方
々
の
福
利
厚
生
面
で
の
充
実

を
図
る
た
め
、住
宅
、食
堂
、給
食
（
弁

当
）、
売
店
、
会
議
室
の
管
理
運
営
等

各
種
事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま

し
た
。

　
当
協
会
が
創
業
以
来
、
順
調
に
進
展

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と

え
に
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
年
も
引
き
続
き
各
事
業
の
推
進

に
、よ
り
一
層
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆

さ
ま
や
横
浜
港
で
働
く
方
々
並
び
に
関

係
者
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

横 浜 港 運 協 会
横 浜 エ ゼ ン ト 会
横 浜 回 漕 協 会
横浜港湾荷役協会
京濱海運貨物取扱同業会

横 浜 検 数 検 定 部 会
横浜港運関連事業協会
全日本ワッチマン業協会関東支部
神 奈 川 倉 庫 協 会
横 浜 船 主 会

全横浜港湾労働組合連合会
横浜港湾労働組合連合会
全日本港湾労働組合関東地方横浜支部
横浜港沿岸労働組合連合会
日本検定労働組合横浜地方連合
横浜検数労働組合連合会

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

写真提供：横浜市港湾局

会
　
長



厚生ニュース はまかぜ平成31年１月１日 第78号　（２）

　

近
年
、夏
の
平
均
気
温
が
上
昇
し
、

以
前
よ
り
多
く
の
汗
を
か
く
た
め

か
、
外
来
で
「
大
量
の
汗
を
か
く
、

な
に
か
の
病
気
で
は
な
い
か
」
と
相

談
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
や
仕
事
に
差
し
障
り
が

出
る
ほ
ど
に
汗
が
出
る
疾
患
を
「
多

汗
症
」と
い
い
ま
す
。
多
汗
症
に
は
、

全
身
に
汗
を
か
く「
全
身
性
多
汗
症
」

と
、
主
に
手
の
ひ
ら
、
足
の
裏
や
腋

下
な
ど
、
あ
る
一
部
か
ら
汗
が
出
る

「
局
所
性
多
汗
症
」
が
あ
り
ま
す
。

　

全
身
性
の
場
合
、
多
汗
症
と
捉
え

る
か
、汗
っ
か
き
と
捉
え
る
か
は「
本

人
が
気
に
し
て
い
る
か
ど
う
か
」
に

よ
り
ま
す
。
汗
を
か
き
や
す
い
体
質

で
あ
っ
て
も
「
気
に
な
ら
な
い
」「
不

自
由
を
感
じ
て
い
な
い
」
と
い
う
方

で
あ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
汗
っ
か
き
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
治
療
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

内
科
的
な
疾
患
で
汗
を
か
く
場

合
、
例
え
ば
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
で

も
大
量
の
汗
を
か
き
ま
す
が
、
症
状

は
汗
だ
け
で
な
く
、原
疾
患
の
症
状
、

動
悸
、
息
切
れ
、
体
重
減
少
な
ど
の

症
状
が
必
ず
診
ら
れ
ま
す
。

　

局
所
性
多
汗
症
の
場
合
は
、
手
の

ひ
ら
や
足
の
裏
の
発
汗
が
多
量
に
な

る
と
、
も
の
を
持
つ
と
き
や
歩
く
と

き
に
滑
っ
て
し
ま
い
、
治
療
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

局
所
性
多
汗
症
を
専
門
的
に
診
る

こ
と
が
出
来
る
診
療
科
は
、
皮
膚
科

に
な
り
ま
す
。
外
科
的
手
術
や
局
所

の
注
射
、
電
気
治
療
な
ど
の
治
療
も

あ
り
ま
す
が
、
制
汗
剤
の
塗
布
薬
や

内
服
薬
を
使
用
す
る
内
科
的
治
療
が

主
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日（
金
）

午
後
二
時
か
ら
、久
保
山
霊
堂
に
て
、

横
浜
港
関
係
者
合
同
慰
霊
祭
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
横
浜
港
関
係
者
・
ご

遺
族
を
あ
わ
せ
、
約
四
百
名
の
方
が

ご
参
列
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

合
同
慰
霊
祭
は
、
横
浜
港
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
な
が
ら
事
故
や
病
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
霊
を
慰
め
る
た

め
、
関
東
運
輸
局
を
は
じ
め
関
係
官

庁
、
関
係
団
体
、
労
働
組
合
等
の
ご

協
力
を
得
て
、
毎
年
執
り
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

第
五
十
五
回
と
な
る
今
年
度
は
、

公
傷
三
柱
と
私
傷
病
十
一
柱
の
十
四

柱
を
合
祀
し
、
第
一
回
か
ら
の
合
祀

者
数
は
、
二
千
九
百
十
六
柱
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
日
、
横
浜
港
が
世
界
有
数
の
国

際
貿
易
港
と
し
て
繁
栄
し
て
い
る
の

は
、
数
多
く
の
港
湾
関
係
者
の
尽
力

と
犠
牲
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も
の
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

改
め
て
、
港
に
命
を
捧
げ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
ご
尽
力
に
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

挨拶をする藤木会長

全
横
浜
港
湾

大
運
動
会

ポ
ー
ト
ス
ト
ア 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

平
成
三
十
年
十
一
月
四
日
（
日
）、

第
二
十
七
回
横
浜
港
大
運
動
会
が
、

大
黒
ふ
頭
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ

れ
、
今
年
も
大
勢
の
港
湾
関
係
者
と

そ
の
家
族
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
生
憎
の
天
気
と
な
り
、
一

部
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

が
、
子
供
た
ち
の
徒
競
争
や
人
気
の

う
な
ぎ
掴
み
競
争
等
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
白
熱
し
た
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
家
族
や

職
場
の
仲
間
だ
け
で
な
く
、
大
勢
の

方
と
親
交
を
深
め
ら
れ
た
一
日
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
、全
横
浜
港
湾
関
係
労
働
組
合

連
合
会
の
主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、今
年
は
二
月
二
十

四
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

港
で
働
く
人
た
ち
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

全
横
浜
港
湾
関
係
労
働
組
合
連
合
会

☎
〇
四
五
（
二
一
二
）
一
六
六
二

第69回

本牧港湾診療所
本橋　郁子先生

多汗症に
ついて

全横浜港湾大運動会

第
五
十
五
回

横
浜
港
関
係
者

 
　 
合
同
慰
霊
祭

講
師  

林 

兼
正
氏

第
二
十
四
回
講
演
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
お
知
ら
せ

本
牧
ポ
ー
ト
ハ
イ
ツ

小
世
帯
用
住
宅

　   
洋
室
化
工
事

　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日（
火
）

午
後
三
時
か
ら
、
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

ヨ
コ
ハ
マ
４
Ｆ
エ
リ
ゼ
の
間
に
て
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
株
式
会
社
萬
珍
樓
の
代

表
取
締
役
社
長
で
横
浜
中
華
街
「
街

づ
く
り
」
団
体
連
合
協
議
会
会
長
の

林
兼
正
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
官

公
庁
、
港
湾
関
係
者
ら
約
二
三
〇
名

の
参
加
の
も
と
、
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講演をする林氏

　

講
演
は
、「
横
浜
中
華
街 

街
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
横
浜
中
華

街
が
誕
生
し
た
横
浜
開
港
の
こ
ろ
か

ら
、
関
東
大
震
災
や
戦
争
を
乗
り
越

え
て
現
在
の
中
華
街
と
な
る
ま
で
、

当
時
の
状
況
を
交
え
な
が
ら
、
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
街
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

「
街
づ
く
り
は
経
営
力
で
あ
り
、
一

人
で
は
で
き
な
い
。
共
感
し
て
一
緒

に
や
ろ
う
と
い
う
人
た
ち
が
い
れ
ば

街
は
生
き
残
る
。」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
は
林

氏
の
魅
力
溢
れ
る
お
話
を
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
九
月
に
、
お
客
様
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
、

大
黒
ふ
頭
の
横
浜
港
国
際
流
通
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
ポ
ー
ト
ス
ト
ア
Ｙ

―
Ｃ
Ｃ
店
が
、
同
施
設
内
の
展
示

室
の
あ
っ
た
場
所
に
移
転
し
て
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
い
た
し
ま

し
た
。
お
店
の
売
場
面
積
も
大
幅
に

　

本
牧
ポ
ー
ト
ハ
イ
ツ
の
一
部
住
戸

で
、
洋
室
化
工
事
を
開
始
い
た
し
ま

す
。

　

主
な
改
修
内
容
と
し
て
は
、

・
全
面
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
化

・
間
取
り
一
部
変
更
（
和
室
一
室
を

　

Ｄ
Ｋ
へ
変
更
）
等
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
完
了
は
平
成
三
十
一
年
三
月

予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

改
修
し
た
部

屋
の
申
込
、入
居

時
期
、家
賃
等
の

詳
細
は
、決
ま
り

次
第
会
員
企
業

様
へ
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

拡
張
し
、
商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も

充
実
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
移
転
と

同
時
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
へ
の
ブ

ラ
ン
ド
転
換
も
行
い
ま
し
た
。

　

Ｙ
―
Ｃ
Ｃ
店
は
店
舗
で
調
理
す
る

ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
等
の
カ
ウ
ン

タ
ー
フ
ー
ズ
の
品
揃
え
を
増
や
し

て
、
お
客
様
に
よ
り
一
層
ご
満
足
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

〈
営
業
時
間
〉
７
時
～
20
時

　

休
業
日
は
土
・
日
・
祝
日
と
横
浜

港
国
際
流
通
セ
ン
タ
ー
の
閉
館
日
。

　

☎
０
４
５
（
５
０
８
）
１
８
６
９

　

同
時
期
に
ポ
ー
ト
ス
ト
ア
本
牧
店

も
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
へ
ブ
ラ
ン
ド

転
換
い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご

愛
顧
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
営
業
時
間
〉
24
時
間
営
業

　

☎
０
４
５
（
６
２
８
）
２
３
８
１

　

両
店
と
も
公
共
料
金
等
各
種
支
払

可
・
電
子
マ
ネ
ー
決
済
対
応
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